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202 表2_地域支援事業

223 図8

223 下から５行目

224 図9

224 下から７行目

1 115 上から４行目 看護師・准看護士 看護師・准看護師

1 193 上から18行目 定期巡回・随時対応サービス 定期巡回・随時対応型サービス

1 196 下から４行目 介護サービスの加入者 介護保険制度の加入者

1 215 上から３行目 認定審査会 介護認定審査会

1 241 下から３行目 入所必要定員数などの 必要入所定員総数などの

1 251
図15_ケアマネジメント

と介護過程_介護サービ

スの種類_下から4行目
小規模多機能居宅介護 小規模多機能型居宅介護

2 303 上から11行目 認知を 認知症を

2 337 下から８行目 外耳、内耳などの伝音系 外耳、中耳などの伝音系

3 150 上から６行目 日常生活基本動作（ADL） 日常生活動作（ADL）

三訂介護職員初任者研修テキスト（令和6年7月発行初版）

正誤・新旧対照表

一般財団法人　長寿社会開発センター　令和７年４月

1 介護予防・生活支援サービス事業 サービス・活動事業



１巻P224　図9「介護予防・日常生活支援事業の構成例」追加資料 資料出所：介護予防・日常生活支援総合事業のガイドラインについて（令和６年８月５日） 

1巻P32　追加参考資料

介護人材確保の目指す姿は、「まんじゅう型」から「富士山型」へと転換されましたが、さらに「富士山型」から「山脈型」へと、厚生労働省は介護職の

キャリアパスの在り方のモデルチェンジを図ります。

従来の富士山型では、介護職への多様な人材の参画を促すため、裾野を拡げるとともに山頂に向かいより専門性の高い人材の育成を目指していましたが、さ

らに「山脈型」とすることにより、キャリアパスの目指す方向性をライフステージに応じ「育成・指導」や「サービスのマネジメント」の能力を備えた上で、

「認知症ケア・看取りケア等の特定のスキルを極める」「現場に加え地域全体の介護力向上を進める」「経営のマネジメント」など、職員の意向や職場のビ

ジョン等を踏まえた複数の到達点を持つキャリアパスモデルとし、人材の離職防止や定着促進を図ることとしています。

６ 介護サービスに関する経営指標（ex．働
率や人員配置の適正化）の改善に取り組んだ
り、施設・事業所全体の経営指標（ex.売上、
利益、収支差額率、労働分配率）の改善に取
り組む。

５ 地域の介護講座や小中学校での職業体験授業な
ど、自職場以外の介護職員や地域住民に対して介護
の知識や技術に関する育成・指導を行う。介護職自
らが地域に向けて介護のしごとの魅力ややりがい、
誇りを発信することが期待されている。

４ 認知症の症状に応じた対応、医療やリハビリの必
要性が高い方への対応、終末期の方に対する看取りを
含めた対応、障害の特性に応じた対応、複合的な支援
ニーズを抱える家族等への対応などに深い専門性を持
ち実践している。

３ 介護職のグループの中で、介護計画等に沿った介護
サービスが提供されているかをその質と共に把握し、そ
の向上・改善に向けた対応や、多職種・多機関の間で適
切に情報をやりとりする。

２ 自職場の介護職に対する能力開発やその能力を引き
出す支援、実習生への指導など介護職チームメンバーや
後進の育成を行う。

１ 一定のキャリアを積んだのちには、介護職のグルー
プの中で、リーダーの役割が求められている。資格取得
後も専門職としての倫理を基盤に、知識・技術の習得、
判断力を磨き、介護実践を深化させる。

０ 利用者の尊厳の保持、自立支援、個別ケア、といっ
た介護実践の前提となる介護の基本的な考え方を理解し、
必要な知識・技術の獲得を目指していく。
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